
5月3日（土）　令和７年度春季リーグ戦第５節１回戦

【試合結果】（７回コールド）

1 2 3 4 5 6 7 計

阪公大 0 0 0 0 0 0 0 0

大工大 6 0 0 2 1 0 X 9

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 3 4 1 0 1 一 入谷 4 3 3 0

2 遊 疋田 4 1 0 0 2 中 岡田 3 2 1 0

三 寺本 3 1 0 0 3 三 平山 3 3 1 0

3 右 前田 3 2 1 0 4 左 兵 4 2 2 3

4 一 菱田 2 2 0 0 5 右 岩口 2 2 0 0

5 左 林 2 2 0 0 6 指 正田 4 2 0 0

打左 野田 2 1 0 0 打指 北川 4 1 0 0

6 指 田中創 3 2 1 0 7 捕 岡村 3 3 2 5

7 三遊 田中大 2 2 0 0 走 福留 1 0 0 0

8 二 樋口 4 3 0 0 捕 林 1 0 0 0

9 捕 小田竜 4 2 0 0 8 遊 阪本 4 4 0 0

打 石守 4 0 0 0 9 二 前田 2 3 1 1

走 京橋 4 0 0 0 投 大江 4 - - -

投 吉岡 3 - - - 山崎 4 - - -

川田 3 - - - 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

山口 4 - - - 1 7 3 0 3 25 10 9

小川 4 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

4 5 2 0 0 22 3 0
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【投手成績】 【投手成績】
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吉岡 2/3 46 9 6 4 0 2 6 6 大江 6 98 25 19 3 4 4 0 0

川田 3 1/3 89 17 11 3 1 4 2 2 山崎 1 10 4 3 0 0 1 0 0

山口 2/3 24 5 5 3 0 0 1 1 合計 7 108 29 22 3 4 5 0 0

小川 1 1/3 20 4 3 0 0 1 0 0

合計 6 179 35 25 10 1 7 9 9

【戦評】

いよいよ迎えた最終節。前節に引き続き勝ち点を掴み取れるよう、まずは１勝と意気込み、集中して挑みました。

先制点を狙う攻撃は初回。先頭の根来（経３・府立生野）が安打を放つと、続く疋田（工４・広島新庄）が見事な犠打を決めます。その後ランナー一三塁のチャンスを作りますが、後が続かず得点には繋げられません。

その裏、先発の吉岡（法３・大阪明星）が先頭打者に安打を許すと、四球、犠打により一死二三塁のピンチを背負います。そして、４番打者に適時三塁打を浴び２失点、苦しい立ち上がりとなります。ここで勢いを断ち切

りたいところでしたが、相手打線に捕まりさらに４点を奪われます。打者一巡したところで吉岡は降板し、川田（理３・奈良県立郡山）に後を託します。川田は四球を許しますが、最後は三振に打ち取り、さらなる追加点

を許しません。その後は粘りの投球で３回まで無失点に抑えます。

苦しい状況の中少しでも点を返したい攻撃は、２回に田中創（法３・金沢桜丘）、３回に前田（現３・須磨学園）がそれぞれ安打を放ちチャンスを作りますが、なかなかあと一本が出ません。

４回裏、川田は先頭から安打と四球を許し、無死一二塁とされます。ここから二死を奪い取りますが、適時二塁打を浴び２点を追加されます。

５回からは山口（商４・西尾）が登板します。得意の変化球で相手を翻弄しますが、３本の安打を浴び１点を失います。ここで山口に代わりマウンドを託されたのは、リーグ戦初登板となる小川（経４・富岡西）。冷静に

後を抑えこの回を最少失点とすると、続く６回には３人で攻撃を終わらせます。

なんとしてでも得点を挙げ、一縷の望みにかけたい７回表。一死から代打石守（経４・札幌開成中等教育学校）が四球により出塁します。このチャンスを生かしたいところでしたが、後続を打ち取られコールドで試合終了。

０－９で敗戦いたしました。


